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感染者数（右軸）

感染者累計（左軸）

３年

２月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

感染者数 2 24 123 1 6 175 224 71 60 386 1220 1828

累計 2 26 149 150 156 331 555 626 686 1072 2292 4120

2月 1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日

感染者数 17 36 51 24 37 25 21 28 21 28 15

累計 4137 4173 4224 4248 4285 4310 4331 4359 4380 4408 4423

12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日

17 13 23 13 26 12 13 11 3 11 9

4440 4453 4476 4489 4515 4527 4540 4551 4554 4565 4574

23日 24日 25日 26日 27日 28日

12 13 8 3 3 3

4586 4599 4607 4610 4613 4616

３月 1日 2日 3日 4日

感染者数 10 9 9 5

累計 4626 4635 4644 4649

令和２年

資料１―２ 

4649 
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①新規感染者数
７人以上

（7日間移動合計）
４３ 人 基準を上回る

１０月１３日から
（１４２日間）

②検査陽性率
　（速報値）

７％以上
（7日間移動平均）

０．９ ％ 基準を下回る
１月５日から
（５８日間）

③感染経路不明者数
５人以上

（7日間移動合計）
１０ 人 基準を上回る

１０月３０日から
（１２５日間）

※ 新規感染者数　/　行政検査+病院・診療所等の検査件数の全件数（3月3日までに報告のあった件数）

④入院患者数 ６０人以上　 １３３ 人 基準を上回る
１１月７日から
（１１７日間）

⑤重篤者数 　３人以上　 ０ 人 基準を下回る
４月２２日から
（３１６日間）

基準指標の状況（３月４日０時現在）
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③感染経路不明者数

① 7人以上
（7/16～9/7）
（9/10～9/18）
（9/23～10/5）

（10/13～）

③ 5人以上
（7/20～8/27）
（9/1～9/7）

（9/9）
（9/14～9/15）
（9/23～10/4）

（10/20～10/26）
（10/30～）
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②7%以上
（1/3～1/4）
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④ 60人以上
（7/26～8/18）

（11/7～）
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①新規感染者数
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60人
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７％

9月30日までは、新規感染者数 ／ 行政検査＋保険適用検査数
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査
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況
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新型コロナウイルス（変異株）感染者について 
 

 

 

新型コロナウイルス感染症の患者等について、国立感染症研究所で検査したと

ころ、南アフリカにおいて報告された変異した新型コロナウイルス感染症（変異

株）が県内において１例確認された、との報告がありましたので、公表します。 

 

○新型コロナウイルス（変異株）の感染者の状況 

No. 年代 性別 居住地 症状･経過 備 考 

１ ５０代 女性 岐阜県 ２月下旬発症 
海外渡航歴なし 

不特定多数との接触なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年３月３日（水）岐阜県発表資料 

担当課 担当係 担当者 電話番号 

感染症対策推進課 
感染症対策 
第一係 

居波 由紀子 
内線 2543 
直通 058-272-8270 
F A X 058-278-2624 
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Press Release  
 
 

 

 

 

 

報道関係者 各位 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症（変異株）の患者等の発生について 
 

海外から空港に到着した乗客で、検疫により確認された新型コロナウイルス感染症の患

者等について、国立感染症研究所で検査したところ、英国において報告された変異した新

型コロナウイルス感染症（変異株）が８例確認されましたので、公表いたします。 

また、新型コロナウイルス感染症の患者等について、国立感染症研究所で検査したとこ

ろ、英国において報告された変異した新型コロナウイルス感染症（変異株）が８例、南ア

フリカ共和国において報告された変異した新型コロナウイルス感染症（変異株）が１例確

認されましたので、公表いたします。 

厚生労働省としては、引き続き、各国政府やＷＨＯ、専門家等とも連携しつつ、諸外国

の感染状況を注視しながら、機動的な感染拡大防止対策に努めてまいります。 

また、報道機関各位におかれましては、ご本人やご家族などが特定されないよう、個人

情報保護にご配慮下さい。 

 

参考 感染・伝播性の増加や抗原性の変化が懸念される 新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）の新規変異株に

ついて （第 6報） （国立感染症研究所） 
https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ka/corona-virus/2019-ncov/10169-covid19-35.html 

 

 

 

 

令和３年３月３日 

 

健康局結核感染症課 

感染症情報管理室長 梅田  浩史 

課長補佐  加藤  拓馬 

係 長   山田  大悟 

（代表番号） 03（5253）1111 
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【新型コロナウイルス感染症（変異株）の患者等の発生状況】（空港検疫） 

 

※ No. 1～8は英国において報告された変異株 

  

No 到着地 到着日 年代 性別 滞在国 症状 

1 関空 ２月 16日 50代 男性 パキスタン 無症状 

2 成田 ２月 16日 50代 男性 パキスタン 咳嗽 

3 成田 ２月 16日 30代 男性 アラブ首長国連邦 発熱、嘔吐、下痢 

4 羽田 ２月 17日 20代 男性 
アイルランド、スイ

ス、フランス 
無症状 

5 成田 ２月 18日 40代 男性 パキスタン 無症状 

6 成田 ２月 19日 20代 男性 アメリカ合衆国 無症状 

7 成田 ２月 20日 30代 男性 パキスタン 無症状 

8 羽田 ２月 23日 40代 女性 ルーマニア 無症状 
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【新型コロナウイルス感染症（変異株）の患者等の発生状況】（国内） 

 

No 年代 性別 居住地 症状・経過 備考 

１ 10代 男性 群馬県 ２月中旬 発症 ・海外滞在歴なし 

・不特定多数との接触なし 

・2/9公表 No.11の濃厚接触者 

２ 非公

表 

女性 京都府 
２月中旬 発症 

・海外滞在歴なし 

・不特定多数との接触なし 

３ 50代 男性 千葉県 ２月中旬 発症 ・海外滞在歴なし 

・不特定多数との接触なし 

４ 50代 女性 岐阜県 ２月下旬 発症 ・海外滞在歴なし 

・不特定多数との接触なし 

５ 30代 男性 神奈川県 ２月中旬 発症 

２月中旬 入院 

・海外滞在歴なし 

・不特定多数との接触なし 

６ 

 

20代 女性 神奈川県 ２月中旬 発症 

２月中旬 入院 

・海外滞在歴なし 

・不特定多数との接触なし 

・公表 No.5の濃厚接触者 

７ 10歳

未満 

男性 神奈川県 ２月中旬 発症 

２月中旬 入院 

・海外滞在歴なし 

・不特定多数との接触なし 

・公表 No.5の濃厚接触者 

８ 10歳

未満 

男性 神奈川県 ２月中旬 発症 

２月中旬 入院 

・海外滞在歴なし 

・不特定多数との接触なし 

・公表 No.5の濃厚接触者 

９ 

 

非公

表 

男性 鹿児島県 ２月中旬 発症 ・海外滞在歴あり 

・不特定多数との接触なし 

※ No. 4は南アフリカ共和国において報告された変異株 

【参考】新型コロナウイルス感染症（変異株）の患者等の発生について（２月９日公表） 
      https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_16649.html 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
変
異
株
）
の
評
価
・
分
析

1

１
.
N
5
0
1
Y
の
変
異
の
あ
る
変
異
株

２
.
E
4
8
4
K
の
変
異
が
あ
る
変
異
株

•
「

N
5
0
1
Y
の
変
異
が
あ
る
変
異
株
」
は
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従
来
株
よ
り
も
感
染
性
が
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し
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こ
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が
懸
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さ

れ
て
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る
。
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で
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異
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変
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こ
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し
て
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8
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K
の
変
異
が
あ
る
変
異
株
」
は
、
従
来
株
よ
り
も
免
疫
や
ワ
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ン
の
効
果
を
低
下
さ
せ

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

•
南
ア
フ
リ
カ
で
確
認
さ
れ
た
変
異
株

(5
0
1
Y.

V
2
)、

ブ
ラ
ジ
ル
で
確
認
さ
れ
た
変
異
株

（
5
0
1
Y.

V
3
）
が
こ
の
変
異
を
有
し
て
い
る
。

2
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1
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/2
時
点

※
上
記
の
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に
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1
Y
の
変
異
は
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が
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4
8
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K
の
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異
が
あ
る
変
異
株
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を
、
現
在
、
我
が
国
で
は
、

9
3
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（
国
内

9
1
件
、
空
港
検
疫

2
件
）
確
認
し
て
い
る
。
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3

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
変
異
株
）
の
監
視
体
制
（
全
体
像
）

•
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ゲ
ノ
ム
変
異
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
国
立
感
染
症
研
究
所
に
お
い
て
、

国
内
の
陽
性
検
体
に
つ
い
て
ゲ
ノ
ム
解
析
を
実
施

（
※
１
）
す
る
と
と
も
に
、
変
異
株
の
リ
ス
ク
評
価
・

分
析
を
実
施
し
て
い
る
。

※
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
約

3
万
塩
基
の
全
て
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
解
析
に
数
日
以
上
要
す
る
。

•
変
異
株
の
リ
ス
ク
評
価
・
分
析
結
果
に
応
じ
て
、
以
下
の
取
組
を
実
施
。

⑴
感
染
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
変
異
株
に
つ
い
て
は
、
迅
速
に
対
応
に
つ
な
げ
る

た
め
に
、

•
変
異
株
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
（
自
治
体
で
全
陽
性
患
者
数
の

5
~

1
0
%
分
の
検
体
を
対

象
に
変
異
株

P
C
R
検
査

（
※
２
）
を
実
施
）

•
変
異
株
が
確
認
さ
れ
た
自
治
体
に
つ
い
て
は
、
抽
出
割
合
を
上
げ
て
変
異
株
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
を
実
施

•
国
立
感
染
症
研
究
所
に
お
い
て
ゲ
ノ
ム
解
析
を
実
施

※
２
）
変
異
株
疑
い
患
者
を
数
時
間
で
判
別

⑵
免
疫
や
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
を
低
下
さ
せ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
変
異
株
や
そ
の
他
の
株

に
つ
い
て
も
、
迅
速
に
発
生
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
備
え
、

•
国
立
感
染
症
研
究
所
に
お
い
て
、
複
数
の
変
異
を
迅
速
に
検
出
す
る
検
査
方
法
の
開
発

•
国
立
感
染
症
研
究
所
に
お
い
て
ゲ
ノ
ム
解
析
を
実
施

な
ど
に
取
り
組
む
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
変
異
株
）
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
体
制

4

変
異
株
「
確
定
」
患
者

検
査
法
：
ゲ
ノ
ム
解
析

所
要

:数
日
以
上

新
型
コ
ロ
ナ
患
者

検
査
法
：

P
C
R
検
査

所
要
：
数
時
間

変
異
株
「
疑
い
」
患
者

検
査
法
：
変
異
株

P
C
R
検
査

所
要
：
数
時
間

陽 性
変 異 株

陰 性

自
治
体
で
全
陽
性
患

者
数
の

5
~

1
0
%
分

の
検
体
を
抽
出

感
染
研
で
疑
い
患
者

を
ゲ
ノ
ム
解
析

地
方
衛
生
検
査
所
で

変
異
株

P
C
R
検
査
を
実
施

変
異
株
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
体
制

•
1
/2

2
、
全
国
の
地
方
衛
生
検
査
所
に
、
変
異
株

P
C
R
検
査
手
法
を
提
供
。
順
次
、
地
方
衛
生
検
査
所

で
変
異
株
P
C
R
検
査
を
用
い
た
変
異
株
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
。

•
現
在
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
体
制
の
検
討
中
の
自
治
体
に
は
、
国
立
感
染
症
研
究
所
が
変
異
株
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を
代
行
し
て
実
施
。

※
変
異
株
が
確
認
さ
れ
た
自
治
体
に
お
い
て
は
割
合
を
あ
げ
て
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
強
化
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5

変
異
株
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
実
施
状
況
【
速
報
値
】

2
0
2
1
/0

2
/2

5
時
点

都
道
府
県
別

検
査
数

期
間

１
北
海
道

6
5

~
2
/
1
9

２
青
森
県

4
5

~
2
/
1
7

３
岩
手
県

0
~
2
/
1
9

４
宮
城
県

2
1
7

2
/
7
-2
/
1
9

５
秋
田
県

0
~
2
/
1
9

６
山
形
県

3
9

2
/
1
2

７
福
島
県

1
5
8

~
2
/
1
9

８
茨
城
県

2
2
9

2
/
1
-2
/
1
9

９
栃
木
県

3
6

2
/
1
2

1
0
群
馬
県

2
2

2
/
1
2
-2
/
1
9

1
1
埼
玉
県

2
7
6

1
/
2
9
-2
/
1
9

1
2
千
葉
県

8
8

~
2
/
1
9

1
3
東
京
都

1
7
4
2

1
/
1
-2
/
1
9

1
4
神
奈
川
県

4
2

2
/
1
7
-2
/
1
9

1
5
新
潟
県

9
0

2
/
9
-2
/
1
9

1
6
富
山
県

3
2

2
/
2
,2
/
1
6

1
7
石
川
県

1
5
7

2
/
1
0
-2
/
1
9

1
8
福
井
県

5
4

2
/
1
7
-2
/
1
9

1
9
山
梨
県

5
4

2
/
9
-2
/
1
9

2
0
長
野
県

5
6

2
/
1
8

都
道
府
県
別

検
査
数

期
間

4
1
佐
賀
県

0
~
2
/
1
9

4
2
長
崎
県

0
~
2
/
1
9

4
3
熊
本
県

8
2

1
/
1
9
-2
/
1
9

4
4
大
分
県

5
~
2
/
1
9

4
5
宮
崎
県

1
2
/
2
4

4
6
鹿
児
島
県

2
7

~
2
/
1
9

4
7
沖
縄
県

4
3

~
2
/
1
9

※
検
査
数
・
期
間
は
、
都
道
府
県
別
に
管
轄
内
の
保
健
所
設
置
市
・
特
別
区
を
合
算
し
て
計
上
し
た
も
の
。

都
道
府
県
別

検
査
数

期
間

2
1
岐
阜
県

3
9

2
/
1
0
-2
/
1
8

2
2
静
岡
県

3
8
7

1
/
2
2
-2
/
1
9

2
3
愛
知
県

2
2
4

~
2
/
1
5

2
4
三
重
県

1
8
6

~
2
/
1
5

2
5
滋
賀
県

3
7
4

~
2
/
1
4

2
6
京
都
府

6
2

2
/
5
-2
/
1
9

2
7
大
阪
府

1
3
1

1
/
2
2
~
2
/
1
9

2
8
兵
庫
県

1
2
1

2
/
1
-2
/
1
9

2
9
奈
良
県

0
~
2
/
1
9

3
0
和
歌
山
県

5
7

2
/
8
-2
/
1
0

3
1
鳥
取
県

0
~
2
/
1
9

3
2
島
根
県

5
8

1
/
2
7
-2
/
1
8

3
3
岡
山
県

3
8

2
/
3
-2
/
1
9

3
4
広
島
県

6
7

2
/
3
-2
/
1
9

3
5
山
口
県

2
3

2
/
1
8

3
6
徳
島
県

2
4

2
/
1
9

3
7
香
川
県

1
8
1

2
/
4
-2
/
1
5

3
8
愛
媛
県

9
9

2
/
8
-2
/
1
0

3
9
高
知
県

2
9

2
/
1
0
-2
/
1
9

4
0
福
岡
県

3
0
1

2
/
1
7
-2
/
1
9

•
都
道
府
県
等
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
検
査
数
を
計
上
し
た
も
の
。
速
報
値
の
た
め
、
今
後
、
精
査
が
必
要
な
数
字
で
あ
る
。

•
都
道
府
県
別
の
患
者
数
（
変
異
株
）
は
、
自
治
体
の
積
極
的
疫
学
調
査
等
に
よ
っ
て
把
握
し
た
患
者
が
含
ま
れ
て
お
り
、
変
異
株
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
検
査
数
は
対
象
期
間
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
数
字
を
用
い
て
地
域
の
変
異
株
割
合
を
評
価
す
る
こ

と
は
過
大
評
価
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
適
切
で
は
な
い
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
変
異
株
）
へ
の
対
応

6

１
.

水
際
措
置

＜
現
行
の
取
組
＞

•
全
て
の
入
国
者
に
対
し
て
、
①
出
国
前

7
2
時
間
以
内
の
検
査

証
明
の
提
出
、
②
入
国
後

1
4
日
間
の
自
宅
等
待
機
等
に
つ
い

て
の
誓
約
書
の
提
出
を
求
め
、
違
反
し
た
場
合
氏
名
等
の
公
表

等
の
対
象

•
変
異
株
流
行
国
か
ら
の
入
国
者
に
対
し
て
、
①
入
国
後

3
日
間

の
待
機
、
②
入
国
後

3
日
目
に
追
加
の
検
査
を
実
施
等
を
求
め

る
、
③
入
国
後

1
4
日
間
の
健
康
状
態
の
確
認
等
に
つ
い
て
国

が
設
置
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
が
実
施
等

＜
今
後
の
取
組
＞

•
変
異
株
流
行
国
・
地
域
に
該
当
す
る
国
・
地
域
を
、
確

認
の
都
度
指
定
し
公
表
す
る
。

•
国
内
外
の
感
染
状
況
を
見
極
め
つ
つ
、
必
要
な
水
際
対

策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
検
討
を
続
け
る
。

２
.

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
体
制

＜
現
行
の
取
組
＞

•
感
染
研
の
ゲ
ノ
ム
解
析
に
よ
る
監
視
体
制
の
強
化
を
実
施
。
変
異

株
P
C
R
検
査
を
開
発
。
全
国
の
地
方
衛
生
研
究
所
に
検
査
手
法
を

提
供

(1
/2

2
)

P
C
R
検
査
で
変
異
株
へ
の
感
染
が
疑
わ
れ
た
場
合

は
、
迅
速
に
地
域
の
感
染
対
策
を
実
施
。

•
全
陽
性
者
数
の

5
~

1
0
%
分
の
検
体
を
目
安
に
、
変
異
株
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ

（
※
）
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
強
化
す
る
よ
う
自
治
体
に
要
請

（
2
/5
）
自
治
体
に
変
異
株
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
検
査
数
の
報
告
を

要
請
（

2
/1

6
）

•
民
間
検
査
機
関
・
大
学
等
と
連
携
し
た
変
異
株
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
・
ゲ
ノ
ム
解
析
の
体
制
強
化
（

2
/1

9
）

•
変
異
株
事
例
は
全
て
厚
労
省
に
集
約
し
て
一
元
的
に
事
例
を
発
表
。

＜
今
後
の
取
組
＞

•
自
治
体
の
変
異
株
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
検
査
数
等
を
定

期
的
に
把
握
。

•
自
治
体
に
よ
る
変
異
株
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
体
制
構
築
を

支
援
。
併
せ
て
、
感
染
研
に
よ
る
変
異
株
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
の
代
行
も
実
施
。
（
2
月
中
を
メ
ド
）

•
変
異
株
事
例
の
「
確
定
」
を
変
異
株
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
行

う
こ
と
と
し
、
自
治
体
で
事
例
を
発
表
。
厚
労
省
は
変

異
株
の
発
生
状
況
を
週
報
で
公
表
。
（

3
月
上
旬
以
降
は
、

ハ
ー
シ
ス
に
よ
る
自
動
集
計
を
実
施
）

（
※
）
変
異
株
の
疑
い
を
確
認
す
る

P
C
R
検
査
（
変
異
株

P
C
R
検
査
）
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7

３
.

感
染
拡
大
防
止
策

＜
現
行
の
取
組
＞

•
変
異
株
が
疑
わ
れ
る
事
例
へ
の
積
極
的
疫
学
調
査
の
強
化
や
幅

広
い
関
係
者
へ
の
検
査
の
徹
底
を
自
治
体
に
要
請
（

2
/4
）

•
自
治
体
の
要
望
に
基
づ
き
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
班
の
専
門
家
を

派
遣
し
、
広
域
事
例
な
ど
自
治
体
を
支
援
（
埼
玉
県
、
新
潟
県

等
に
派
遣
）

•
感
染
研
に
よ
る
変
異
株
事
例
の
疫
学
情
報
の
評
価
・
分
析
を
実

施
（
2
/
1
7
）

＜
今
後
の
取
組
＞

•
感
染
研
に
よ
る
変
異
株
事
例
の
疫
学
情
報
の
評
価
・
分

析
を
実
施
し
、
今
後
の
対
策
に
活
用
。

•
自
治
体
の
要
望
に
基
づ
き
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
班
の
専

門
家
派
遣
な
ど
自
治
体
を
支
援

４
．
普
及
啓
発

＜
現
行
の
取
組
＞

•
感
染
研
に
よ
る
変
異
株
の
評
価
・
分
析
を
定
期
的
に
公
表

•
厚
労
省
Ｈ
Ｐ
に
一
般
向
け
Ｑ
＆
Ａ
を
掲
載
し
、
一
般
向
け
に
普

及
啓
発
を
実
施

＜
今
後
の
取
組
＞

•
新
型
コ
ロ
ナ
の
“
い
ま
”
に
つ
い
て
の
1
0
の
知
識
に
変
異

株
に
関
す
る
説
明
を
追
加
（
別
紙
）

•
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
に
、
変
異
株
に
関
す
る
一
般
向
け
Ｑ

＆
Ａ
を
新
設
。

５
.

研
究
開
発

＜
現
行
の
取
組
＞

•
N

C
G

M
の
レ
ジ
ス
ト
リ
を
活
用
し
て
変
異
株
事
例
の
症
例
を
蓄

積
し
、
変
異
株
の
臨
床
情
報
の
分
析
や
研
究
を
実
施
。

•
感
染
研
に
よ
る
変
異
株
の
ゲ
ノ
ム
を
解
析
し
、
リ
ス
ク
分
析
を

実
施

•
感
染
研
に
よ
る
変
異
株
事
例
の
疫
学
情
報
の
評
価
・
分
析
を
実

施
（
2
/
1
7
）
。

＜
今
後
の
取
組
＞

•
大
学
、
感
染
研
、

N
C
G

M
が
連
携
し
て
、
患
者
検
体
や

臨
床
情
報
等
を
一
体
的
に
収
集
・
解
析
に
着
手
。

•
感
染
研
に
よ
る
変
異
株
事
例
の
疫
学
情
報
の
評
価
・
分

析
を
実
施
し
、
今
後
の
対
策
に
活
用
（
再
掲
）
。
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Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
感
染
力
が
従
来
よ
り
も
強
い
可
能
性
が
あ
る
、
変
異
し
た
ウ
イ
ル
ス
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
変
異
が
、
よ
り
重
症

化
し
や
す
い
、
ワ
ク
チ
ン
が
効
き
に
く
い
、
と
す
る
証
拠
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
世
界
中
で
調
査
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
へ
の
感
染
性
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
示
唆
す
る
証
拠
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
調
査
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
変
異
株
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
複
数
報
告
さ
れ
、
海
外
と
の
つ
な
が
り
が
な
い
事
例
（
弧
発
例
）
が
継
続
し
て
確
認

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
地
域
で
広
く
流
行
し
て
い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
内
で
確
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ゲ
ノ
ム
を
解
析
し
、
国
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
の
変
異

状
況
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
や
専
門
家
と
も
情
報
交
換
を
行
い
、
リ
ス
ク
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、

国
内
の
監
視
体
制
の
強
化
す
る
な
ど
、
機
動
的
な
感
染
防
止
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
変
異
株
で
あ
っ
て
も
、
３
密
（
特
に
リ
ス
ク
の
高
い
５
つ
の
場
面
）
の
回
避
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
な
ど
の
対

策
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
有
効
で
す
の
で
、
国
民
の
皆
様
の
感
染
予
防
策
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
約
３
万
塩
基
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
Ｒ
Ｎ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
こ
の
塩
基
は
通
常
約
２
週

間
で
１
カ
所
程
度
の
速
度
で
変
異
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
塩
基
が
変
異
す
る
こ
と
で
、
感
染
力
の
強
さ
や
、
症
状
に
変
化
が
生
じ
る

こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、
ま
れ
に
、
大
き
な
変
化
が
生
じ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
の
状
況
と
臨
床
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

8

新
型
コ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
“
い
ま
”
に
つ
い
て
の
１
０
の
知
識
（
案
）

別
紙
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